
19. 交流回路の周波数特性（1）
19. Frequency Characteristics of the Alternating Current (AC) Circuit (1)

講義内容

1. ベクトル軌跡とボード線図
2. 回路要素の周波数特性
3. 組み合わせ回路の周波数特性



周波数の変化によるインピーダンスの変化 2
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直列回路で考えるインピーダンスの変化 3
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並列回路で考えるインピーダンスの変化 4
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ベクトル軌跡（ナイキスト線図） 5
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ベクトル軌跡は変化の 傾向 は
分かり やすい が，どの 周波数 の時に

どれくらいの 変化量 があるかが分かり にくい



ボード線図（ボーデ線図） 6
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周波数 ごとに
大きさ と位相 を
分解する

どの周波数でどの成分を持っているか，
どこで特性が変化しているかが分かりやすい！



ボード線図の説明：大きさ（ゲイン：倍率） 7
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ボード線図の説明：位相 8
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骨格ボード線図（折れ線ボード線図） 9
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骨格ボード線図

変化する個所を直線近似 して
得られるボード線図



骨格ボード線図の書き方ルール 10
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1 桁 ごとに ±20dB 変化

アドミタンスは
波形の変化が逆



骨格ボード線図で表すRL直列回路のインピーダンス 11
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骨格ボード線図で表すRC直列回路のインピーダンス 12
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